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第55回

住吉神社の流
や

鏑
ぶ

馬
さめ

の変遷
生涯学習課 文化財係  ☎ 0986-76-8873

昭和 43 年 11 月 19 日の流鏑馬風景
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毎
年
秋
の
豊ほ

祭ぜ

の
頃
に
、
住
吉

神
社
で
は
流
鏑
馬
が
奉
納
さ

れ
ま
す
。
流
鏑
馬
は
、
国
家
安
泰
・
五

穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
も
の
で
、
年
占
い

の
性
格
も
持
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

鎌
倉
時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
巻ま

き

狩が
り

姿す
が
たの

射
手
が
約
２
５
０
メ
ー
ト
ル
の
参
道
を

鳥
居
か
ら
神
社
に
向
か
っ
て
馬
を
馳は

せ
、
３
か
所
の
的
を
射
ま
す
。
こ
れ
を

３
回
繰
り
返
し
、
当
た
り
が
多
け
れ
ば
、

来
年
は
豊
作
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
末
吉
流
鏑
馬
保
存
会
（
三

枝
俊
博 

会
長
）
が
中
心
と
な
っ
て
保
存

継
承
に
努
め
、
神
事
の
作
法
は
、
小
笠

原
流
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
流
鏑
馬
は
、
い
つ
頃
か

ら
始
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
起
源
は
不

明
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
天
保
14
年

（
一
八
四
三
）
に
薩
摩
藩
が
編へ

ん

纂さ
ん

し
た

『
三さ

ん

国ご
く

名め
い

勝し
ょ
う

図ず

会え

』
に
は
、「
例
祭
九
月

廿
五
日
、
十
一
月
廿
五
日
、
其
十
一
月

の
祭
祀
に
は
、
流
鏑
馬
一
騎
を
施
行
す
」

と
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
戦
中
に
一
時
途
絶
え
ま
し

た
が
、
昭
和
27
年
か
ら
復
活
、
例
祭
日

の
11
月
19
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
当

時
を
知
る
人
の
話
で
は
、
こ
の
日
の
学

校
は
午
後
か
ら
休
み
と
な
り
、
流
鏑
馬

を
見
に
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の

後
、
昭
和
52
年
か
ら
11
月
23
日
（
祝
日
）

に
開
催
日
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

昔
の
射
手
は
、
地
元
の
成
人
男
性
や
、

赴
任
し
て
き
た
警
官
が
担
っ
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
58
年
か
ら
地
元
の
若
者
が

務
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、

地
元
出
身
の
射
手
が
不
在
の
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
平
成
11
年
に
は
女
性
射

手
も
登
場
す
る
な
ど
、
時
代
に
合
わ
せ

て
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

流
鏑
馬
神
事
は
、
お
よ
そ
半
世
紀
の

間
、
23
日
（
祝
日
）
で
定
着
し
て
い
ま

し
た
が
、
近
年
の
社
会
情
勢
や
保
存
会

を
取
り
巻
く
環
境
等
の
変
化
に
よ
り
、

令
和
４
年
か
ら
11
月
第
３
日
曜
日
に
開

催
日
変
更
（
例
祭
は
23
日
の
ま
ま
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
流
鏑
馬
神
事

を
見
守
っ
て
き
た
住
吉
神
社
本
殿
（
市
指

定
文
化
財
）
も
老
朽
化
が
進
み
現
在
、
大

規
模
な
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

流
鏑
馬
保
存
会
も
神
社
関
係
者
も
、
貴

重
な
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
今
年
も
住

吉
神
社
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

住吉神社の流鏑馬
日程　11 月 17 日（日）
時間　午後 1時～　　神事
　　　午後 2時頃～　流鏑馬奉納
場所　住吉神社（末吉町二之方 3995）
※少雨決行です
※駐車場は神社周辺にあります


